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1 件

1 件

2 件

（基本情報）

指摘事項 結果提供に関すること

運営その他に関すること

・英検IBA
http://www.eiken.or.jp/eiken-iba/
・スタディギア for EIKEN
https://www.ei-navi.jp/service/studygear.html

国語 基本タイプ 標準タイプ

○

・問題セットは2セット以上用意しており、複数回受験も可能。
・学校ごとに受験日の設定が可能。年間実施回数も学校側の希望に可能な限り近づける形で受け付ける。
・2019年4月申込受付開始、６月より実施可能(予定）。

・英検で出題された問題から良質な問題を再利用した4技能の測定ツール。
・4技能総合および技能別に、英検級レベル判定、および英検CSEスコアによるフィードバックもあり、能力の伸
長度を細かく測定。また、テスト結果に応じ、今の英語力でできること（Can-Do)が具体的に説明される。
・学校単位のみならず、自治体内の学校別の英語力の現状・伸長度を把握し、英語力向上に向けたPDCAサイ
クルを構築するために活用できる。
・学校内でも年度当初のクラス分けや、年度途中の能力伸長度の把握にも活用でき、生徒たちのレベルにあっ
た指導が可能。さらに、英検公式e-ラーニングであるスタディギア for EIKENのベーシック版や既存で活用され
ている英検対策教材を活用することで、受検結果に基づく得意/不得意技能の強化を図ることができる。
・団体申込システムである「団体サポートシステム」も利用可。英検及び英検IBAの受検履歴の確認、スタディギ
ア for EIKENの学習状況を閲覧することができ、先生方の学習指導をサポートしていく。英検本検定の申込も可
能であり、IBAのCSEスコアから最適な英検級を特定し、受験することで英検級合格率の向上や英語学習に対
するモチベーションの向上、ひいては、基礎学力の向上に寄与。

3技能（RLW）: PBT
1技能（S）: 　CBT

協会へ答案着荷後、30日～60日（予定）
＊受験時期の集中度合いに応じて若干の幅が生じる。

「高校生のための学びの基礎診断」認定された測定ツール

株式会社　教育測定研究所

英検IBA　TEST C  4技能版　(2019年4月申込受付開始予定）

主な対象者

・教育測定研究所は公益財団法人　日本英語検定協会（以下、英検協会）と英語テストのみならず、管理シス
テム、学習ツールをパッケージ化し、「英語4技能コンソーシアム」を組織。このコンソーシアムの枠組みを通じ
て、「英検IBA　TEST C　4技能版」を提供。
・「英検IBA TEST C 4技能版」とは、英検協会により開発された、4技能の力を安価に測定できるアセスメント
ツール。実用英語技能検定（英検）で出題された問題から、良質な問題を再活用して開発。
・TEST Cの出題レベルは準2級～4級レベルで、義務教育段階から高等学校の必履修科目(コミュニケーション
英語I）を網羅する出題内容。特に義務教育段階の学力の定着度評価を確認したい学習者を対象。
・更に、測定ツールの提供のみならず、eラーニング教材及び生徒の受検履歴や成績、教材の学習状況をトラッ
キングできるシステムも併せて提供し、基礎学力および英検級取得率の向上に向けたPDCAサイクル構築をサ
ポート。

試験時間（分）

出題に関すること

対象教科

英語の基礎学力の定着度合いを診断することを目的とした測定ツールで、特に義務教育段階の学力の定着度
評価を確認したい学習者を対象。

○
⑤測定内容の区
分

英語数学

 3,000円/回（税込）

英語数学

（RL計)４５分（W）１５分
（S）約８分

国語


